
 
 
このドキュメントについて 
 
このドキュメントは、アジレント・テクノロジー ウェブサイトによって、お客様に製品のサポ

ートをご提供するために公開しております。印刷が判読し難い箇所または古い情報が含

まれている場合がございますが、ご容赦いただけますようお願いいたします。 
今後、新しいコピーが入手できた場合には、アジレント・テクノロジー ウェブサイトに追加

して参ります。 
 

本製品のサポートについて 
 
この製品は、既に販売終了またはサポート終了とさせていただいている製品です。弊社

サービスセンターでは、この製品の校正は実施できる可能性があります（修理部品が不

要な場合など）が、その他のサポートはご提供いたしかねます。誠に恐縮ではございま

すが、ご理解願います。 
なお、この製品に関するその他の情報や、代替製品情報などは、弊社 電子計測 ウェブ

サイト  http://www.agilent.co.jp/find/tm にて、できるだけご提供しておりますので、ご利用

ください。 
 

訂正のお願い 
 
本文中に「HP」または「YHP」とある語句を、「Agilent」と読み替えてください。 

また、「横河・ヒューレット・パッカード株式会社」、「日本ヒューレット・パッカード株式会

社」とある語句は、それぞれ、「アジレント・テクノロジー株式会社」と読み替えてください。 

ヒューレット・パッカード社の電子計測、自動計測、半導体製品、ライフライフサイエンス

のビジネス部門は、1999年11月に分離独立してアジレント・テクノロジー社となりました。 

社名変更に伴うお客様の混乱を避けるため、製品番号の前に付されたブランドのみ 

ＨＰからAgilent へと変更しております。 

（例：旧製品名 HP 8648は、現在 Agilent 8648として販売いたしております。） 
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4。 機械 的ゼ ロ調整

本器力f正常な動作温度 において正 しい位置にあるとき,

電源スイッチをOFFに すると,メ ータ、指針 は目盛のゼ

ロ点 を指すはずです。 もしずれているときは,次 の方

法で調整 します。

1)電 源スイッチをOFFに し,全 てのコンデンサを

放電 させ るため約30秒間待 ちます。

2)メ ータ下側中央のゼロ調整ね じを,時 計方向に

ゆっ くりまわします。

3)指 針は初め時計方向に,次 いで反時計方向にゆ

っ くり1助きます。調整ね しをさらにまわ し,指

針が時計方向に動 いて目盛の左側からゼロ点に

近づ き,ち ょうどゼロ点 を指 したとき止めます。

4)調 整ね じを,わ ずかに反時計方向にもどします。

この とき,指 針がゼロ点からずれてしまったな

らば, も う二度調整 を くり返`します6

5.プ ロー プの接続

5 - 1 .概 説

4 3 2 8 Aは,電 圧端子 と電流端子がそれぞれ別になって

いる4端 子方式ですが, 2端 子で 4端 子測定ができる

特殊 なプロープ, 1 6 0 0 5 Aク リップ形プロープ と16 0 0

6 Aピ ン形プロープ,お よび電圧,電 流端子がプラグ

の所からそれぞれ分かれているテス トリー ド 16 0 0 7 A /

Bが 付属 してお り,測 定対象に応 して自由に選ぶこと

がで きます。測定には 2本 のプロープを同時に使用 し

ますが,必 ず しも同 じプロープどうしを使 う必要はな

く,場 合によっては組み合わせて使用することができ

ます。 たとえば,プ リン ト板用 コネクタの接触抵抗の

測定には,ク リップ形プロープとピン形プロープを組

み合せ ると便利です。

16006A

ピン形プロープ

図 1 プ ロープの組み合わせの一例

MILLiOHMMEttER
,LTD

1 。 概     説

4328Aは 完全なソリッドステー ト方式の携帯形微小抵

抗計で,ス イッチや リレー,コ ネクタその他一般回路

部品の接触抵抗,お よび導体や半導体の抵抗率 を正確

に測定することができます。試料 における消費電力が

小 さいので,大 きな電力がかかると熔断または爆発 し

た りするヒューズや雷管 なども,安 全 に測定できます.

また,外 部接続によってプロープ端子間の電圧降下 で

150Vま で直流重畳 ができますから,任 意の動作療 に

おける半導体の動作抵抗 (incremental resistance)

も測定することができます。本器には形状 の異なる3

種類のプロープが付属 してお り,測 定対象に応 して自

由に使 いわけることができます。図 7は ,前 面および

裏面パネルの説明で,使 用法は図 8てす。

2。 3心 電源 コーード

本器 には,取 りはず しのできる 3心 電源 コー ドが付属

してお り, コー ドの先には平形プラグと3極 のNEMA

プラグが付 いています。平形プラグは裏面パネルのコ

ネクタに,NEMAプ ラグは接地端子 を持 った 3極 の電

源 コンセン トに接続 します。 こうすると本 器のケース

はコンセン トを通 して安全 に接地 され, AC電 源によ

る電撃事故 を完全に防 ぐことができます。

3。 AC電 源電圧

本器は1 0 0 V / 2 0 0 V±1 0 % , 5 0～ 6 0  H zのA C電 源 で動

作 します。1 0 0■ 2 0 0 Vの 電源電圧切 り換 えは,裏 面

パネルのスライ ドスイッチで行 ないます。図 7を ごら

ん ください。マイナス形 ドライパ の先端 をスイッチの

みぞに合,わせ,左 右 に切 り換えます。 AC電 源 ヒュー

ズは0。l Aの スロー ・プロ形 を使用 し,電 源電圧によ

って取 り替 える必要はあ りません。

注  意

動作 中には,電 源電圧切換 スイ ッチ を操作 し

ないこ と。 さ もない と,本 器 を焼損す るこ と

があ ります。

接地端子 をもたない 2極 の電源 コ.ンセン トを

使用するときには, 3極 -2極 変換アダプタ

(St6ck No。 1251-0048)を 使用 します。 こ

の場合,ア ダプタか らでている短いリー ド線

を接地すれば,本 器のケースを完全に接地で

きます。必ず接地 してご使用 ください。



5 - 2。 プ ロープ を取[り付 け るときの注意

本体 か らでているP R O B Eケ ープル先端 の コネクタに,

プロープのプラグを差 し込み ます。 この とき,プ ラ グ

は一定の向 きに しか合 いませ んか ら注意 して ください。

1 ) P R O B Eヶ ― プルの先端 にあるコネクタは,  4

極 です。 間隔のせ まい 2極 づつが対 になってお

り,  ここにプラグの ピンを合 わせ ます。

2 )プ ラグの段 のついた方 を外側 に して,  コネクタ

に差 し込み ます。 図 2を ごらん ください。

本体か らでている

PRO B Eケ ーブル先端の コネクタ

図 2 プ ロープの接続

5-3.16005Aク リップ形 プ ロー /

16005Aは プ ロープの先端 が ク リップに なってお り,

ク リップの上下 の舌 がそれぞれ電圧 お よび電流端子 で

す。 プロー プのつば を手前 (図 3の 矢印の方向 )に 引

くとク リップが開 きますか ら, こ こに試料 をはさんで

測定 します。

矢印 の よ うにツパ を手前 に引 くと,

プ ロープの ク リップが開 きます。

図 3 16005A ク リッワ有影プロー‐/

5-4。 16006Aピ ン形プロープ

プロープチ ツプの外側の導体 が電流端子で,先 端のピ

ンが電圧端子です。 ピンはばねで押 えてあり,押 す と

中にひっこみ離す ともとにもどります。プロープを試

料 に押 し当てて測定 します。 クリップでははさめない

もの,た とえばプ リン ト基板の導体抵抗の測定など平

電 流 端 子

(外 llyの導体 )

面的な試料 を測定するのに最適 です。

電流端子の先端は斜めに切 ってあ ります.プ ロープを

試料に押 し当てるとき,電 流端子が測定 点́の外側 で電

圧端子 (先端のビン)が 内側 になるよう,プ ロープの

向 きに注意 して ください。図 4を ごらんください。

図 4 1 0 0 0 6 Aビ ン形プロープ   ,

|もQOもト
5-5。  16007A/Bテ ス トリー‐ド

プラグの ところか らそれぞれ電圧 お よび電流端子 に分

かれてお り,先 端 にワニロク リップが付 いています。

16007Aは ク リップが赤 色 で,16007Bは 黒 色 です。

テス トリー ドは黒色 の線 が電圧端子 でプ ラグの ところ

にVの 記号 がついてお り,灰 色 の線 が電 流端子 です。

図 5の ように接 続 します。 この とき,次 の点 に注意 し

て ください。

電圧端 子

震̀上                   子
プの

電 流端 子

=2=

図 5  16∞ 7A/Bラ トメtトリー ド



1)同 じ色 のク リップは,試 料 の同 じ側 に接 続 しま

す。 色違 いに接 続す ると,メ ー タは全 く振 れな

いか または逆 に振 れて測定 できませ ん。

2)電 圧端子 は,電 流端子 よ り試料 に近 い ところに

接 続 します。

6.試 料 にお け る測 定 電圧

接 触抵抗 の測定 では,接 点 間にかか る電圧 が高す ぎる

と接 触面の酸化皮膜 が破壊 され,正 しい値 を測定 でき

ませ ん。IEC(国 際電気標準会議 )の 規定 では,測 定

電圧 を2 0  m Vピー ク以下 と定めています。4 3 2 8 Aは プ

ロー プが開放状態の ときには発振 しませ ん。試料 を電

流端子 間に接 続す ると正帰還 ループが ONと な り,発

振 を開始 します。 レ ンジ設定 が適 当なとき,試 料 には

一定の電流が流れ ますか ら試料 にかか る電圧 はその抵

抗値 に比例 し,全 ての レンジでフルスケール値 の振 れ

に対 して200μVピ ー クです。レンジ設定 が不 適 当な場

合,特 に試料 の抵抗値 が レンジよ りも大 きな場合 には,

リミッタ回路 が動作 して発振 出力 を自動的 に可変t,

試料 には 20mVピ ー ク以上 の電圧 がかか るこ とはあり

ませ ん。 この ように,4328Aは 十分 な過電圧保護 を行

なっているため接 触面 の酸化皮膜が破壊 され る心配 は

全 くあ りませ んか ら,未 知 の試料 で もその まます ぐプ

ロー プに接 続 して測定す るこ とがで き,正 確 な抵抗値

を容易 に得 ることがで きます。

7。 試料 に お け る測 定 電流 お よび 消費電 力

4328Aの lkHz発 振器の出カ インピー ダンスは試料 に

比べて十分大 き く設計 してあ り, レ ンジ設定 が適 当な

ときは発振 出力が一定振幅 に制御 されて,試 料には一

定 の電流が流れ ます。表 1は ,正 しい レンジ設定 の と

き試料 を流れ る測定電流 と,試 料 における消費電 力で

す。測定電流 は レンジご とに一定 ですが,消 費電 力は

メー タの振 れに比例 し,フ ルスケール値 の振れに対す

る4値です。

レンジご とに一 定。

メー タの振 れ に比例 し,フ ル スケー ル値 の振 れに対 す る値 .

表 1 試 料における測定電流および消費電力

8。 試料 の もつ イ ン ダ ク タンスの影 響

4328Aの 測定電源 は lkHzの 交流 です。 このため,試

料 に直列 イ ンダクタ ンスがある と試料 におけ る降下電

圧 は純抵抗分 とリア クタンス分 よ りなる複素電圧 にな

りますか ら,同 期整流形検 出器 に よ りこの うち純抵抗

分 だけを検 出 します。本器 は試料 を流 れ る電流 と全 く

同相 の信号 で同期整流 を行 な うため, リ アクタンス成

分 を完全 に除去 す oこ とがで きます。 こ?結 果 lkHz

における リア クタンス成分 がフル スケール値 の 2倍 以

下 な らば,正 確 さには全 く影響 を与 えませ ん。 なお,

リア クタンス成分 が比較的大 き くフル スケール値 の 6

倍以下 の とき, た とえば0.9mΩ の抵抗 に 5 mΩ の リア

クタンスがあった場合, l mΩ  レ ンジ (分 解育ヒ20 μΩ,

許容 リアクタンス 2 mΩ)で は リア クタンス成 分 がフ

ル スケール値 の 5倍 もあるので正確 さが悪 くな ります。

こ うした ときは レンジを一段 _上げて 3 mΩ レンジ (分

解育ヒ50μΩ, 許 容:リアクタンス 6 mΩ)に すれば ば分解

育ヒは多/J落ヽ ちますが± 2%の 正確 さで測定 を行 なうこ

とがで きます。

9。 Option 01 Ni― Cd電 池電 源 付 き

9 - 1。 概  説        :

4328A Option 01は , 電源音5が くり返 し充電 で きる

Ni一 Cd電 池電源 です。 これは完全 な携帯形 として一

回の充電 で約 15時間,連 続 して使用で きます。充電器

を自蔵 してお り,AC電 源 を接 続す る と自動 的 に充電

され,同 時 に微小抵抗計 として も動作 します。電源部

を除いた電気的性能 は,標 準品である AC電 源専用の

機種 と全 く同 じです。屋 内で使 用す る ときは常 に AC

電源 で動作 させれば,電 池 をいつ も充電状 態 に保 つ こ

とがで き,必 要 な ときいつ で も電 池電源 として屋外 で

使 用 で きます。 なお,定 電圧充電方式 のため,電 池 が

過充電 になる心配 は全 くあ りませ ん。

9-2.動 作 温度 範 囲

電池電源 としての本器 の動作 温度範囲 は 0～ 50℃ で,

標準 品である AC電 源専用 の機種 よ りせ ま くなってい

ます。これは,Ni― Cd電 池の動作 温度 によって市|1限を

受 けるか らです。屋 内で使用す るときは特別 な場合 を

除 き問題 はあ りませ んが,屋 外 で使用 す るときは注意

が必要 です。 外気温度 が動 作範 囲内にある場合 でも,

直射 日光 があたると器内温度 は簡単 に 50℃ を越 えて

しまい,故 障の原因 にな ります。 本器 の取 り扱 いに際

しては,直 射 日光 は絶対 にさけて ください。 これは特

に夏季,十 分 な注意 が必要 です`

* 1

* 2

RANGE 測 定 電 流 * 1 消 費 電 カ ホ2

1鵬 150 m A 23 μ W

＼

2。3

30 0。8

100 0.23

300 ″ 0.5   ″ 0.08

l Ω 0。15  ″ 0。023

0。05   ″ 0。008   ″

0。015  ″ 0。0023

30 ″ 0.005 0。0008

デ  100 0。0015 ″ 0。00023

周囲温度および器内温度が50℃以上の ときは,

使用 しないこと。

_3_



9 - 3 .電 池電圧の点検

前面パ ネルの BAT T .  T E S Tス イッチのオ甲しボタンを

押 します。このときに,メ ータの指針 は内部の Ni一 Cd

電 池電圧 を指示 します。 メー タの指針 が 日盛の矢印で

示 された BATTe CHARGEDの 範囲内 に あれば, 電

池電源 としてその まま使用で きます。矢印の範囲 まで

振 れ な い と きは,電 池が放 電 してい ますか ら充電 し

ます。

9-4。 電池の充電

BATToTE STで ,メ ータが目盛 の BATTeCHARGED

の範 囲 まで振 れ ない ときは,電 池 を充 電 します。 ま

た, 振 れが BATTe CHARGED の 範 囲 内 にあると

きで も,必 要 に応 していつで も充電す るこ とがで きま

す。

1)電 源 コー ドを AC電 源 コンセ ン トに接続 し,

LINEス イッチを ONま たは FAST CHARGE

に設定す ると,充 電が行 なわれ ます。この とき,

前面パネルの L I N Eラ ンプが点灯 し,充電 中で

あ るこ とを示 します。

注 意

周囲および器内温度 が40℃以上の ときは,

絶対に充電 しないこと。高温では電池容

器内の水素ガス圧が急激に高 くな り,ま

た充電中は特 にガスの発生が活ばつです

から,電 池ばか りか他の部品をも破損す

ることがあって危険です。

BATToTE STで メータの振れが BATToCHAR―

GEDの 範囲の左端 (0-3日 盛 で2.4)の とき,

充電完了に必要 な時間 は約20時間です。 メー タ

が BATTe CHARGEDの 範囲 まで振 れ ないと

きは,さ らに長 い充電時間が必要 です。 また,

電池 が完全 に放電 して しまった ときも,充 電開

始後約30分 で微小抵抗計 として使用 で きるよう

にな り,充 電完了には約90時間かか ります。

所定の時間が経過 したな らば,AC電 源 の接 続

を切 ります。 これで本器 は自動的 に,電 池電源

に切 り替 わ ります 。一 回の充電 で約 15時間,連

続 して使用す ることがで きます。

定電圧充電方式 のため,所 定 の時間以上

充電 して も電池 が過充電 になる心配 は,

全 くあ りませ ん。

l o o  N i―Cd電 池ノヽ ックの取[り付 けか た

432 8 Aの標準品は AC電 源専用の機種 ですが,電 源部

のプリント板 をNi― Cd電 池パック(St o c k  N o。04 3 2 8 -

7026)に 取 り替えると, 電池電源付 きOption olに変

更することができます。変更にともなう調整は,必 要

あ りません。次の方法で行 ないます。

1)3心 電源 コー ドをはず し,両 側面および底面パ

ネルをはず します。

注 意

AC電 源 を接続 したままパネルをはずす

と,AC電 源部が露出。し電撃 を受 ける恐

れがあ り, また短絡事故 を生ずることも

あって危険です。必ずt AC電 源 コー ド

をはず してから操作 して ください。

2)底 面パ ネル側 を上 に して机 の上 にお き,両 側面

のプ リン ト板 をはず します。

3)電 源部 のプ リン ト板 はホル ダ を使 って両側面の

フ レニムに固定 してあ りますか ら, この止 めね

じをはず しプ リン ト板 を上 に引 いて コネ クタか

ら抜 き,取 り去 ります。

4)プ リン ト板 ホル ダは, 2本 のね じで電源 プ リン

ト板 に固定 してあ ります。止 めね じをはず し,

ホル ダをプ リフ 下板 か らはず します。 この止 め

ね じは使 いませ んか ら,電 源 プ リン ト板 と,一緒

に してお きます。

5)Ni― Cd電 池パ ックの電池 ホルダを止め ている

ナ ッ トをはず します。

6)4)で はず した プ リ ン ト板 ホル ダ を,電 池 ホ

ル ダの止 め ね じで電 池 パ ックに固定 します。

図 6を ごらん ください。

7)ホ ル ダをつけた Ni― Cd電 池パ ックを,も との

よ うにコネクタに差 し, ホ ル ダをフ レー ムにね

じ止め します。

8)2)で はず した両側面のプ リン ト板 を, も と通

リコネクタに差 し,固 定 します。

9)両 側面 お よび底面 パネル を, も と通 りに取 り付

け ます。 これで4328Aは ,OptiOn 01に な りま

す。電池電源 として使用す る前 に, 9-4に し

たがって電池 を充電 して ください。

N i―C d電 池
プ リン

ホル ダ

Nl―Cd貿蔵'也

図 6 04328-7026 Ni― Cd電 毅レ ッヽク
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1。 LINE ON/OFF/FAST CHARGEDス イッチ :

AC電 :原を ON-OFFし , そ れに充 電す るときの

FAST CHARGEを 切換 える トグルスイッチです。

OP T I O N  0 1 :充 電式電 池電源付 きの場合,こ の

スィッチが O Nの ときには L I N Eラ ンフ
ρ
が点灯 し

本器が動作 中であることを表示 します。 ONの 位

置では同時に充電 も行 なわれ ます。 FAST CHA―

RGEの ときには本器は動作せ ずに,充 電が行 なわ

れていることを表示 します。

2。 LINEラ ンフ
・:こ の ランプは LINEス イッチが,

ONま たは FAST CHARGEの ときに点灯 し,ON

では AC電 源で動作 中であることを表示 し, FAST

CHARGEで はi充電 中であることを表示 します。

OPTION 01:充 電式電池電源付 きの場合,内 部

の電池電源で動作 させ ているときは,こ の ランプ

は LINEス イッチをONま たは FAST  C H A R G E

に して も点灯 は しませ ん。 し か し電源 コー ドを電 :

源 コンセ ン トに接続す ると点灯 し, AC電 源での

動作 中,ま たは N i―C d電 池 の充 電 中であるこ と

を表示 します。

3。 B A T T  T E S Tス イッチ :ノ ンロックのオ甲ボタン

スイッチで,電池電:原電圧 をチェックします。LI  N E

スイッチの位 置に関係 な く,こ のスイ ッチ を押す

とメー タは,内 部の電池電源の 24・V=で振れ ます。

この ときの メーータの振れが 目盛の BATT CHAR―

G E Dの 範囲にあれば本器は正常 に動作 します。

4。 RANGEス イッチ :inl定1範囲 を選択 します。

lm Q～ 1 0 0Ωフルスケールまでの ■ レンジです。

5。 P R O B Eコ ネ クタ :この コネ クタに測定
・
プロー プ

ケープル を接続す るコネ クタの付 いたケー プル を

接続 します。

6.メ ー タ :振 動や衝撃に強い トー トパ ン ドメー タで

す。

RECORDER端 子・:出 力はフローティングで メー

タの振れに比例 し,フ ルスケール値の振れに対 し

て 1∞mV dc,出 力抵抗 は lkΩです。

接地端子 :4328Aの ケー スに接続 されています。

フローテ ィング入力の レコー ダを使用す る とき,

この端子 とレコー ダのケース とを接続 します。

FUSE:AC電 源 ヒュー ズです。O。lAス ロー ・ブ

ロ形 を使用 します。

LINEコ ネ クタ :3心 電源 コー ドの平形 プラグを

接続 します。

電源電 圧切 換 スイ ッチ :100Vま たは 200Vの 電

源電圧 を切 り換 えます。

AISE  ノ ‖5′"W釧 H40‐ “～

図 7 前面および裏面′ヽネル
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この コネクタに接続 したケープル先端の コネクタ

に,適 当な 2本 のプロープを接続 します。 この取

扱説明書の本文 5.“プロープの接続
"の

項をごら

ん ください。

LINEス イッチを ONに します。 LINEヽ ミ 示 ラ

ンプカち点灯 して,AC電 源が ONに なったことを

示 します。動作が安定す るまで 30秒 間待て`ム い

つでも測定できます。

OPTION 01の 場合, AC電 源 を接続 しないとき

には, 電池電,原で動作 します。 LINEス イッチを

ONに し, BATT TESTの 押ボタンスイッチを押

して,メ ー タの指針の1辰オしが BATT CHARGED

の範囲にあれば,電 池電源で使用す ることができ

ます。AC電 源 に接続 し, LINEス イッチ を ON

にす ると LINEラ ンプカち点灯 し,本 器:が動作中で

あることを表示 します。 またこのスイッチが O N

の位置では同時に充電 も行 なわれています。

FAST CHARGEの 位置では,本 器は動存せ ずに

充電のみが行 なわれていることを表示 します。

プロープに,試 料 を接続 します。

RA N G Eス イッチを, メー タの 指 針 が 目盛の約

2 / 3以上振オLるところに します。

R A N G Eス イッチの位置によ り,該 当する目盛か

らメー タの振れを読み取 ります。

図 8使 用 法



測定 範 囲 :l mΩ ～100Ω フル スケー ル , 1, 3, 10

ステ ップ で11レ ン ジ.

分 解 能 :直 線 目盛 で最 小一 日は 0～ 1目 盛 の とき

0。02, 0～ 3目 盛 の とき0.05.

正 確 さ :フ ル スケー ル値 の ± 2%.

イ ン ダ クタン スの 影響 :試 料 の もつ直 列 イ ンダ クタ ン

スの lkHzに お け る リア ク タ ンスが ,フ ル スケー

ル値 の 2倍 以下 な らば正 確 さに は無 関係。

測定 電 圧 :メ ー タの振 れ に比例 し,フ ル スケー ル値 の

振 れ に対 して200″Vピ ー ク,レンジ設 定 が不 適 当 で

メー タが振 り切 れ た状 態 で も,20 mVピ ー クを越

え ない。

測定 書 流 ,電 力 :脚塵壼迦聾聾壷饉憂塁塁江ゴ塾 試料

での消 費電 力 は メー タの振 れ に比例 し,フ ル スケ

ー ル値 の振 れ に対 して ,次 の値 を とる。

レンジ 測定電流 消費電力 レンジ 測定電流 消費電力

l mΩ 150 mA 23  μ W 150 μA 23 nW

7.5

0。75 0。75

100 0.23 1∞ 0。23

300 0。5 0。075″

外形 図 (単 位 : m r n )

測 定周 波 数 :lkHz± 10%,測 定 の正確 さに は無関係。

直 流 菫 畳 :外 部接 続 .プ ロー プ端 子 間 の電 圧 降下 で

150Vま で重畳 で きる。

レ コー ダ出力 :メ ー タの振 れ に比例 し.フ ル スケー ル

値 の振 れ に対 して 100mVdc,出 力抵 抗約 l kΩ.

使 用温度 範 囲 :0～ +55℃

電   源 : 1 0 0 / 2 0 0 V  ± 1 0 %  5 0 - 6 0  H z ,約 1 . 5 W

ヨE    E: 糸 り3.2 kg

付 属 品

1 6 0 0 5 A  :  ク リ ップ形 プ ロー プ ・̈ ¨¨¨̈ ¨¨̈ 0 2本

1 6 0 0 6 A :  ピ ン形 プ ロー プ … …… …̈…………¨¨・2本

1 6 0 0 7 A / B : テ ス トリー ド,ワ ニ ロ ク リ ッ

プ付 きe 16007Aは ク 1リップ カf赤色 ,

16007Bは 黒 色 e¨̈ ¨¨…………¨……………・各 1本

16143A:プ ロー プ ヶ ― プ ル …… … … … … … 1本

3心 電 源 コー ド :接 地 端 子 を もっ た 3極 の

NEMAプ ラ グ付 き 0¨̈ ・・̈ ・̈ ……・̈ ¨………1本

1251-0048:3極 の NEMAプ ラ グを 2極 の

電 源 プ ラ グに変 換 す る ア ダ プ タ… … … … 1個

裏:直レ ネヾル

N i― C d電 池 パ ッ ク (別契 約 ) Option 01 Ni― Cd 電 池 電 源 付 き(別 契 約 )

4328A`り 標 準 品 は AC電 源 専 用 の機 種
‐で, 選二外

‐
で使 用     4328A´ Option 01は ,資 L源音Бが く り ま昼し充 1駐で き る ,

す る必 要 の な い場 合 に お す す め し ます。 標 準 品 を ご購    Ni― Cd電 池電 源 で ,完 全 な携 帯 形 と して一 回 の充 電

入 後 電 池電 源 に変 更 した い場 合 に は ,プ ラ グ イ ン式 の   で 約 15時 間 ,連 続 して使 用 で き ます。 電 源 部 を除 い た

Ni―
｀
Cd t池 パ ンヽク (StOck No.04328-7026)を お    電 気 的 性三育ヒは , 標 準 品 と全 く同 じで す 。 充 電 器 を 自蔵

求 め くだ さい。 電 源 部 の プ リン ト板 を はず し,そ        し て お り,電 池 電 圧 は前 面 パ ネルの BATT TEST

の位 置 に Ni― Cd電 池 パ ック を さ し替 え るだ け で   □ |   ス ィ ッチで 簡 単 に 点 検 で きます。 AC電 源 を接 続 す

標 準 品 が電 池電 源 (Option ol)に な ります 。 変  o“ 電暫 FAST る と自動 的 に 充 電 しなが ら微 小 抵 抗 計 として も使 用

了ittlil弱菫|:碁T:こ1二1曽i年Fれ
は
 《c〕〉

RCE I忌
二11臭L履塁[模1[lふ1誓F菫婆]言

しか し,後 日屋外 で使 用 す る予定 の あ る場 合 には,       き いつ で も電 池電 源 として使 用 す るこ とがで き便

あ らか しめ電 池電 源付 き (Option bl)を お求 め いた   利 です。 なお ,定 電 圧充電 方式 の ため ,電 池 が過充電

だいたほ う力f経済的 です。                 に なる心配 は全 くあ りませ ん。充電電 源 100/200V± 10

%約 2W,動 作 温度 範 囲 0～ +50℃ ,重 量約 3.5kg。

仕  様

-7-


